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第2141回例会
2025年8月7日（木）  晴  第5回例会

～会員増強・新クラブ結成推進月間～
クラブテーマ：「熱田の杜・友愛・気品」

司　　会
斉　　唱
ゲ ス ト

星野一郎 会場委員長
「我らの生業」
愛知県立瑞陵高等学校IAC 顧問 森重統先生
愛知県立瑞陵高等学校IAC 2年 加久友優さん・松浦七海さん 
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会長挨拶 亀井直人会長

出席率 69.84％

会員69名　出席44名  （出席計算人数58名）

出席報告 横山請悟 出席委員

妻の誕生日に、綺麗なお花をありがとうございました。
最愛の妻の誕生日に素敵なお花をいただきありがとうございました。
おかげ様で蓬莱軒さんでさせていただいた妻の誕生会が盛り上がりました。

暑い日が続きます。ゴルフ場ではめぐみの雨をほしがっています。

昨日は鈴木淑久さんに大変お世話になりました。楽しかったです。

酷暑です。皆様御自愛下さい。自分は腰痛でゴルフ自粛中です。

IAC海外派遣研修の報告、楽しみにしています。昨日は鈴木淑久さんに
お世話になりました。ありがとうございました。
インターアクトクラブ、加久さん、松浦さんようこそ。
今日の海外研修報告を楽しみにしています。
本当に暑い毎日が続いております。皆様、お体ご自愛ください。

先日、カフェネストで素敵な時間をすごせました。
淑久さんありがとうございました。
暑い毎日です。皆さんご自愛ください。

ニコボックス 横山請悟 ニコボックス委員
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新見　光治さん

田中　良知さん

泉　　憲一さん

大嶽　達郎さん　横山　請悟さん　落合　徹哉さん

長谷川　隆さん

田中　　宏さん

松田　浩孝さん

杉江　建亮さん

萩原　孝則さん
関谷　俊征さん

　皆さん、こんにちは。今日はCO₂の話をしたい
と思います。我が家の小さな庭にはオリーブの木
が一本あります。引っ越しをしたときに近藤茂弘
さんからいただいた鉢植えを地植えにしたもの
です。近藤さんの様に元気がよくすくすくと成長
し三階の高さまで大きくなりました。
　オリーブは一本では実を付けにくいそうで、あ
まり実を付けませんが5月から6月にかけて白い
小さな花を咲かせます。それはそれで綺麗でいいのですが、当然そ
の後花は散って落ちます。それが結構な量で木の下が花ガラで
いっぱいになります。その花ガラが裏の平屋の屋根の上に落ちてご
迷惑をかけていたようです。昨年やんわりと苦情を言われまして庭
師に剪定してもらってスッキリしました。
　最近やたらと地球温暖化対策としてカーボンニュートラルが騒
がれます。そしてCO₂排出がやたらと問題視されています。車のEV
化太陽光発電とかが、いろいろ問題を抱えながらその方向に進ん
でいるようです。
　ここでCO₂の吸収に目を移すと、世界の森林は大気中のCO₂を
吸収し炭素として蓄える事が出来る「カーボンシンク (炭素吸収
源)」として地球温暖化の抑制において極めて重要な役割を果たし
ています。2001年から2019年の間、世界の森林は年間15.6億ト
ンのCO₂を吸収していました。しかし同時に森林伐採や森林火災
などによって8.1億トンのCO₂が放出されています。
　差し引き年間約7.5億トンのCO₂を純粋に吸収していたことにな
ります。森林火災といえば アメリカ ロサンジェルスや岩手県大船
渡市の森林火災が記憶に新しいところです。この吸収量はアメリカ
合衆国の年間排出量の約1.5倍に相当し世界の人為的CO₂の約
25%を森林が吸収している計算になります。そのような山の森林
を伐採して太陽光パネルを設置したりしていることに意味があるの
でしょうか。
　話が大きくなってしまいましたが国はCO₂削減の為のいろいろ
な補助金、助成金を出しているようですがCO₂吸収、蓄えという観
点で大きな庭に沢山の木がありその維持、メンテナンスにさまざま
な苦労をしている家庭にも補助金を出すべきだと思うのは私だけ
でしょうか。

8/14（木）  R規定により休会
事務局夏季休暇 8/9（土）～8/17（日）までとなります。
ガバナー事務所と同じです。
8/21（木）  親睦例会「賀城園」18時～20時（17時30分～受付）
当日は暑さ対策の為、軽装（浴衣・アロハシャツ・T シャツ・短パン等）
でお越しください。お食事は屋上ビアガーデンでのバーベキューを
予定しております。

・
・

・

幹事報告 鳥山政明幹事

あつた宮宿会
　日頃、あつた宮宿会に対して多大なるご支援いただきまして、誠にあ
りがとうございます。例年開催しております、あつた夢おどりも今年で4
回目になりました。例年チアグランパスさんに来ていただいていますが、
初めて今年は郡上節ガールズバンドに来ていただいて、色々楽しみを企
画しておりますので、ぜひ皆さんご参加よろしくお願いいたします。

花井芳太朗さん　小栗栄治さん

村瀬　俊高さん　落合　徹哉さん　今川　知也さん
森　　裕之さん　広瀬　弘幸さん　渡邉　将之さん

8月誕生日おめでとう

奨学金授与 Hettiarachchi Minoli Raveeshaさん



例会のご案内
■今　　週

■次 々 週

■次　　週

8月14日 （木）R規定により休会

8月28日 （木）R規定により休会

8月21日 （木）親睦例会
場　所：賀城園
時　間：18:00～20:00

瑞陵高等学校2年　松浦七海さん

思いましたが、パンとソーセージが出てきてびっくりしました。オース
トラリアでは家族でのBBQが習慣化されているって調べていたので、
日本でピクニックのようなものがオーストラリアではバーベキューに
あたるのかなって思いました。
　次に老人ホーム訪問についてです。今までにない新しい活動なの
で想像がつかずドキドキしていたんですけど、とても綺麗な老人ホー
ムで、15人くらいの高齢者の方 と々楽しく交流しました。
　具体的に何をやったかというと、日本の文化の一つである書道を
紹介して、高齢者の方々の名前を日本語の漢字に当ててしたものを
私たちが考えて、それを一緒に書きました。筆と墨汁を使ったという
こともあって、とても難しそうに、なぜ筆で書くのか不思議そうに書い
ていました。その後、歌あそび「幸せなら手をたたこう」などの遊びを
して盛り上がりました。
　そして、この日の夕方に初めてホストファミリーに会いました。私を
受け入れてくださったホストファミリーはとてもフレンドリーに接して
くれて、とても話しやすかったです。ホストマザーは、私たちに話すとき
は家族と話す時よりもゆっくり話してくれて、私たちも頑張って理解し
ようと思うことができました。私達にいい経験をさせたいという思い
がよく伝わってきて嬉しかったです。その一つが、学校からは学校か
らの帰り道に家とは反対方向の公園に連れて行ってくれて、カンガ
ルーを近くで見る経験をさせてくれました。
　家に帰ると、9歳の弟と3階でトランポリンをしたりして遊びました。
彼はポケモンや、ワンピースにはまっていて、ポケモンカードを見せて
くれたり、心を開いて接してくれました。私と一緒に泊まった子がアニ
メの話で彼と意気投合していて、アニメは全然違う環境に住む人たち
を繋げることができるんだなと思いました。
　ホストファミリーと過ごす休日の朝は、弟ザックのサッカーの試合
を観に行きました。サッカー観戦は日本とほぼ変わらない様子で、周
りにはキッチンカーも出ていました。その後、スーパーに連れて行って
もらって、おすすめのお菓子を聞きながら買い物ができました。ホスト
マザーが作る料理には、パスタとかカツ、サラダ等が出ました。とても
美味しくボリューミーでした。
　最終日にはブリスベンから少し離れたところでビーチクリーンをし
ました。想像していたより綺麗で、目立ったゴミはほとんど落ちていま
せんでした。日本よりもしっかり管理がされているなと感じました。
　最後に、1週間のホームステイを通して、私は積極的に自分から話
しかけないと会話が生まれないと思いました。相手から話しかけられ
るのを待っているだけでは情報を自分が逃してしまうと思います。ま
た、海外の人たちのジョークについていけないことが多かったので、
英語を勉強して理解できるようになりたいです。

卓　話 愛知県立瑞陵高等学校IAC

　瑞陵高校2年 松浦七海です。
2025年オーストラリア海外派遣
研修に参加して感じたことについ
て、発表したいと思います。
　私がこの研修に参加しようと
思ったきっかけは、今まで勉強し
てきた英語を実践して使いたいと
思ったからです。英語を勉強するのが好きなので、英語でオーストラ
リアの人と話すことがとてもよい経験となりました。
　私たちが活動していたブリスベンの気候や環境について、ホスト
ファミリーと過ごした日々について、自分がホストファミリーとのコ
ミュニケーションで意識したことについてお話ししたいと思います。
　ブリスベンの気候や環境についてです。ブリスベンは緑が多く、道
の横に木が植えられていたため、自然を身近に感じられる街でした。
学校のまわりも芝生に囲まれており、清 し々い気持ちで学校へ通うこ
とができました。
　オーストラリアは冬だったのですが、日本のように寒くはなく日中
の気温は12、13℃くらいでカラッと乾燥していて過ごしやすかったで
す。オーストラリアの日差しはとても強く、帽子、サングラス、日焼け止
めが必須でした。私は毎日日焼け止めをぬっていたにもかかわらず毎
朝鏡を見るたびに目と顔が赤くなってしまいました。オーストラリア
の日差しを甘くみていました！(笑)夜は冷え込み、気温が10℃を下ま
わりとても寒かったです。
　ホストファミリーと過ごした日々についてです。ホストファミリーは4
人家族で2歳と4歳の女の子がいる家庭でした。私たちも一緒に連れ
ていってくれ、この日は土曜日だったので朝から夜までみんなででか
けていました。日曜日は私たちはいなかったのですが、外出していて、
平日も働いているホストファザー以外は出かけていたのでとてもアウ
トドアだなと感じました。
　夜のパーティーではホストファミリー以外の大人や子どもたちと話
すことができたためとても楽しかったです。オーストラリアの人たち
は、みんなで集まってテレビゲームやテレビを見ることはなく、ボード
ゲームをして過ごしていたことに驚きました。私たちも一緒にピザが
焼くのを待っている間にホストファザーとマザーとボードゲームをし
て過ごしました。
　最後にホストファミリーとのコミュニケーションで意識したことに
ついてです。私は会話をするときに自分がどう思っているのか、何を
感じたのかを伝えることを意識していました。オーストラリアの人は
会話の相づちとして、「great」「amazing」「awesome」などとリアク
ションをしていたので、自分も表情を交え、相手に伝わるようなリアク
ションを心がけました。
　ただ、オーストラリアから帰ってきてふり返ってみると、やっぱり英
語力が足りないことを痛感しました。英語の勉強は好きで結構やって
いたつもりでしたが、聞き取ることも喋ることも思うようにはなりませ
んでした。もっと勉強して、オーストラリアの人ともっとたくさん話した
いなと感じました。

瑞陵高等学校2年　加久友優さん

瑞陵高等学校IAC 顧問 森重統先生

　瑞陵高校2年 加久友優です。
これからオーストラリア研修の報
告をしたいと思います。
　まずは、オーストラリアは先輩か
ら聞いていた通り日差しが強かっ
たんですけど、寒すぎずに過ごしや
すい気候でした。私たちが通った
UILという学校では、短い時間だったんですけど、オーストラリアで使
うスラングとか専門用語とかを先生達と楽しく学びました。ペアワー
クとかグループワークもあって、私たちの仲を深めることができまし
た。1日目のお昼は、学校の方の方々がグラジュエーションセレモニー
としてBBQを企画してくれました。私はお肉が出てくるのかな？って

　本日は二人の話を聞いていただきありがとうございました。英語の
先生に聞くと二人とも英語がよくできる方なんです。だから多少自信
持ってたんじゃないかなと思うんですけれども、やはり耳が全然つい
ていけていないということがよくわかったようです。それから、自分か
らコミュニケーションを取りに行かなきゃいけないとか、生活習慣と
かいろいろ違うんだということが肌でわかったということがすごく大
事なことだと思いました。これを機会に精進してもらえればいいのか
なと思っています。本当に貴重な経験をさせていただきまして、ありが
とうございました。今後ともよろしくお願いします。ありがとうございま
した。


